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「サッシ・ドア 関連用語集」（Terminology 2006） 

用語定義の一部修正について 

 

 

拝啓 時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

平素は当協会の活動に格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 

 

さて、当協会発刊の「サッシ・ドア 関連用語集」（Terminology 2006）につい 

て、他の当協会発刊図書類及び各種規定規格との整合性から、一部用語の定義

について修正が必要と考え、別紙のとおり修正の用語定義を作成いたしました。

お手数とは存じますが、お手元の「サッシ・ドア 関連用語集」の修正部分を差

し替えて継続ご利用いただくようお願いいたします。 

 

 

敬具 

 

 

 

 

 



 

修正部差し替えください。 

「サッシ・ドア 関連用語集」（Terminology 2006） 

 

原文                         ⇒ 

１）P81 ４段目用語 

開き窓〈ひらきまど〉               ⇒ 

casement 

丁番を中心に障子が開閉するもの、または鉛直軸を中心

に障子が水平にすべりながら回転して開閉する形式のサ

ッシをいう。種類としては外開き窓、内開き窓、たてす

べり出し窓等がある。 

 

 

 

２）P81 ６段目用語 

開きドア〈ひらきどあ〉             ⇒ 

swing door/swinging door 

端部の鉛直軸（丁番を含む）を中心に戸が開閉するもの、

または鉛直軸を中心に戸が水平にすべりながら回転して

開閉する形式のドアをいう。種類としては片開きドア、

両開きドア、親子開きドア、バランスドア等がある。 

【同】スイングドア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正文 

 

開き窓〈ひらきまど〉 

casement 

丁番などを中心に障子が開閉する形式のサッシをいい、種類

としては外開き窓、内開き窓がこれに該当するが、たてすべ

り出し窓などを含んで呼称としている場合もある。 

 

 

 

 

 

開きドア〈ひらきどあ〉          

swing door/swinging door 

端部の鉛直軸（丁番を含む）を中心に開閉する形式のドアを

いい、種類としては片開きドア、両開きドア、親子開きドア

がこれに該当するが、バランスドアなどを含んで呼称として

いる場合もある。【同】スイングドア 

 

 

 

 

 

以上 


